








Asahina Nao, a Japanese freelance writer, published Forsaken highschoolers and Marooned highschoolers. This 
short review discussed the claims in, originality of, and their variations between the books; the priority on the terms, 
backgrounds of the child poverty, introducing of the concept of attachment disorder, the types of the highschoolers, 
the effects of electronic media, and the research data handling strategies. The suggestions for further progress were 
discussed.
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Asahina Nao’s thought for school with diffi culty on education:






























































































































































































表は 2013年 3月であったものの，調査を行ったのは 2012年 12月であり，誤りである。また，ベスト 10の
4位がマンガであって，10位はマンガではなく「読書（マンガ以外）」である。
９．おわりに
本稿では，気鋭の教育ライターである朝比奈なをの「教育困難校」論について，2冊の単著の比較から取
り上げてきた。全てを拾ったわけではないものの，主な主張やその変化を整理し，また，今後の成長の方向
性に関する示唆も得られた。
朝比奈は最近，新書として『ルポ 教育困難校』（2019）を著している。ついに「教育困難校」からかぎ括
弧が外れて一般語化されたことも興味深いが，一般に広く流通する新書の公刊を機に，さらに活躍の場を広
げることが予測される。今後の動向や，そこからの社会的影響についても，今後追っていきたいと考えている。
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